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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 一 つ の 超 弾 性 部 分 と 少 な く と も 一 つ の 塑 性 変 形 可 能 な 部 分 と を 備 え る 管 腔 内
装 置 を 作 製 す る た め の 方 法 に お い て 、 該 超 弾 性 部 分 及 び 該 塑 性 変 形 可 能 な 部 分 が 連 続 的 な
金 属 製 構 造 か ら な り 、 該 金 属 製 構 造 に お い て 前 記 超 弾 性 部 分 が 前 記 塑 性 変 形 可 能 な 部 分 と
異 な る 熱 処 理 を 施 さ れ て お り 、 該 方 法 が 、
　 前 記 管 腔 内 装 置 を 構 成 す る た め に 使 用 さ れ る 金 属 製 部 材 を 選 択 す る ス テ ッ プ と 、
　 第 １ の 焼 き 鈍 し ス テ ッ プ に お い て 、 第 １ の 組 の 条 件 下 で 前 記 金 属 製 部 材 の 少 な く と も 第
１ の 部 分 を 加 熱 処 理 し 、 少 な く と も 第 １ の 部 分 に 形 状 記 憶 性 を 持 た せ る ス テ ッ プ と 、
　 第 ２ の 焼 き 鈍 し ス テ ッ プ に お い て 、 第 ２ の 組 の 条 件 下 で 前 記 金 属 製 部 材 の １ 又 は ２ 以 上
の 第 ２ の 部 分 を 加 熱 処 理 し 、 第 ２ の 部 分 を 塑 性 変 形 可 能 に さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の 部 分 が 前 記 超 弾 性 部 分 を 構 成 し 且 つ 前 記 第 ２ の 部 分 が 前 記 塑 性 変 形 可 能 な 部
分 を 構 成 す る よ う に 前 記 金 属 製 部 材 を 管 腔 内 装 置 へ 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 管 腔 内 装 置 を 作 製 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 金 属 製 部 材 が 中 空 管 で あ り 、 １ 又 は ２ 以 上 の 第 ２ の 部 分 を 加 熱 処 理 す る ス テ ッ プ は
、 前 記 中 空 管 を 所 定 パ タ ー ン に 切 断 し て 前 記 管 腔 内 装 置 を 形 成 す る ス テ ッ プ を 含 む 、 請 求
項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 管 腔 内 装 置 は ス テ ン ト で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 金 属 製 部 材 は 形 状 記 憶 材 料 か ら な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 金 属 製 部 材 は ２ 元 金 属 材 料 か ら な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 は ニ ッ ケ ル 及 び チ タ ン を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 は 、 ク ロ ム 、 ニ オ ブ 及 び バ ナ ジ ウ ム の う ち の 少 な く と も 一 つ を 添 加 さ れ
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て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ の 部 分 は 前 記 金 属 製 部 材 全 体 を 構 成 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の 組 の 条 件 は 、 焼 き 鈍 し 温 度 が 約 ４ ０ ０ ℃ か ら 約 ６ ０ ０ ℃ の 範 囲 で あ り 、 焼 き
鈍 し 時 間 が 約 ０ 分 か ら 約 ６ ０ 分 ま で で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 焼 き 鈍 し 温 度 は 約 ４ ５ ０ ℃ か ら 約 ５ ５ ０ ℃ の 範 囲 で あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 焼 き 鈍 し 温 度 は 約 ５ ７ ５ ℃ か ら 約 ６ ０ ０ ℃ で あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 焼 き 鈍 し 時 間 は 約 １ ０ 分 か ら 約 １ ５ 分 の 範 囲 で あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 １ 又 は ２ 以 上 の 第 ２ の 部 分 は 、 １ 又 は ２ 以 上 の 垂 直 方 向 の 縞 、 １ 又 は ２ 以 上 の 水 平
方 向 の 縞 、 １ 又 は ２ 以 上 の 孤 立 領 域 、 又 は そ れ ら の 組 合 せ か ら な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 ２ の 焼 き 鈍 し ス テ ッ プ は 、 電 気 抵 抗 加 熱 、 不 活 性 ガ ス ジ ェ ッ ト 加 熱 、 誘 導 コ イ ル
加 熱 、 レ ー ザ 加 熱 、 ろ う 付 け 、 及 び 前 記 第 ２ の 部 分 を 断 熱 し た 状 態 で の 流 動 浴 加 熱 の う ち
の 少 な く と も 一 つ に よ っ て 行 わ れ る 局 所 加 熱 処 理 ス テ ッ プ を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 ２ の 組 の 条 件 は 、 約 ０ 分 か ら 約 １ ２ ０ 分 間 約 ４ ５ ０ ℃ か ら 約 ５ ０ ０ ℃ の 範 囲 の 焼
き 鈍 し 温 度 に す る こ と で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 ２ の 組 の 条 件 は 、 約 １ ２ ０ 分 間 約 ４ ８ ５ ℃ の 焼 き 鈍 し 温 度 に す る こ と で あ る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 ２ の 組 の 条 件 は 、 約 ６ ５ ０ ℃ 以 上 の 焼 き 鈍 し 温 度 に す る こ と で あ る 、 請 求 項 １ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 ２ の 組 の 条 件 は 、 焼 き 鈍 し 温 度 が 約 ５ ５ ０ ℃ か ら ６ ０ ０ ℃ で あ り 、 焼 き 鈍 し 時 間
が 約 ５ 分 か ら 約 ２ ０ 分 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 金 属 製 部 材 を 管 腔 内 装 置 に 形 成 す る ス テ ッ プ は 、 レ ー ザ 切 断 技 術 又 は 化 学 エ ッ チ ン
グ を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 管 腔 内 装 置 の 内 側 ラ イ ナ 又 は 外 側 被 覆 と し て グ ラ フ ト を 取 り 付 け る ス テ ッ プ を さ ら
に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 第 １ の 外 径 に 弾 性 的 に 拡 張 し 且 つ 第 ２ の 外 径 に 塑 性 変 形 す る よ う に 構 成 さ れ た

で あ っ て 、
　 前 記 を 前 記 第 ２ の 外 径 に 変 形 さ せ る た め に 利 用 さ れ た 変 形 装 置 が 前 記

か ら 除 去 さ れ た 後 に お い て 、 前 記 第 ２ の 外 径 の 約 ９ ０ ％ 以 上 で あ る 第 ３ の 外 径 を 保 持
す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 は 、 前 記 変 形 装 置 が 前 記 か ら 除 去 さ れ た 後 に お い て 前 記 第 ２
の 外 径 の 約 ９ ５ ％ 以 上 で あ る 第 ３ の 外 径 を 保 持 す る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 は 、 前 記 変 形 装 置 が 前 記 か ら 除 去 さ れ た 後 に お い て 前 記 第 ２
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の 外 径 の 約 ９ ６ ． ２ ７ ％ で あ る 第 ３ の 外 径 を 保 持 す る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 は ス テ ン ト で あ る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 ス テ ン ト は 、 ス テ ン ト 長 さ １ ｍ ｍ 当 た り 約 ０ ． １ ９ １ Ｎ の 抵 抗 力 を 有 し て い る 、 請
求 項 ２ ４ に 記 載 の 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 約 １ ２ ０ 分 間 約 ４ ８ ５ ℃ で を 寝 か せ る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 弾
性 及 び 塑 性 変 形 性 の 両 方 を 有 し て い る 複 合 型 装 置 を 形 成 す る よ う に を 加 熱 処 理
す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 は 寝 か せ る 前 に 形 成 さ れ た 装 置 で あ り 、 前 記 を 寝 か せ る ス テ
ッ プ は 加 熱 処 理 の 際 の 唯 一 の 加 熱 ス テ ッ プ で あ る 、 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 は 塑 性 変 形 後 に 約 ５ ％ 以 下 の 反 跳 を 起 こ す よ う に 加 熱 処 理 さ れ て い る 、
請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 は 塩 ポ ッ ト 内 で 加 熱 処 理 さ れ る 、 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 単 一 の 組 成 物 か ら 作 製 さ れ 且 つ 単 一 の 加 熱 処 理 を 受 け た 複 合 型 を 展 開 配 置 す
る 方 法 で あ っ て 、
　 導 入 器 上 に 複 合 型 を 位 置 決 め す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 を 適 正 な 位 置 に 導 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 を 第 １ の 外 径 に 弾 性 的 に 拡 張 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 を 第 ２ の 外 径 に 塑 性 変 形 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 複 合 型 を 展 開 配 置 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 を 塑 性 変 形 さ せ 且 つ を 除 去 し た 後 、 前 記 が 前 記 第
２ の 外 径 の 約 ９ ５ ％ 以 上 で あ る 第 ３ の 外 径 を 有 す る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 は ス テ ン ト で あ る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 は ニ チ ノ ー ル か ら 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 結 果 と し て 得 ら れ た 装 置 す な わ ち 管 １ ０ （ 図 ２ に 示 さ れ て
い る ） か ら 形 成 さ れ た ス テ ン ト １ ０ ０ は 、 超 弾 性 を 維 持 し て お り 装 置 が 自 己 拡 張 す る こ と
を 可 能 と さ せ る 複 数 の 部 分 １ １ ２ （ 濃 い 影 で 強 調 さ れ て 示 さ れ て い る ） と 、 塑 性 変 形 性 且
つ 展 性 を 有 し ス テ ン ト １ ０ ０ が 治 療 さ れ る 中 空 器 官 の 形 状 に 適 合 す る こ と を 可 能 と さ せ る
複 数 の 部 分 １ １ ４ と を 有 し て い る 。 変 形 可 能 な 部 分 は 、 装 置 の 内 側 か ら バ ル ー ン の 膨 張 に
よ っ て 拡 張 さ れ 得 る 。 を 圧 縮 し そ の 直 径 を 低 減 さ せ て 、 身 体 管 腔 に 導 入 す る た め
の 送 致 シ ス テ ム の 内 部 に 取 り 付 け ら れ 得 る よ う に す る た め に 、 典 型 的 に は 、 外 部 圧 縮 力 が
付 与 さ れ る 。 ス テ ン ト １ ０ ０ が 圧 縮 さ れ る と 、 塑 性 変 形 可 能 な 部 分 １ １ ４ は 外 部 圧 縮 力 を
解 放 し た 後 で も 圧 縮 さ れ た 状 態 を 維 持 す る 。 ス テ ン ト １ ０ ０ は 、 身 体 の 外 側 で 又 は 円 筒 状
管 の 内 側 で 自 由 に 拡 張 さ せ た と き に 様 々 な 形 態 を と る こ と が で き る が 、 典 型 的 に は 円 筒 形
状 を と る 。 し か し な が ら 、 ス テ ン ト １ ０ ０ は 、 身 体 の 内 側 で 拡 張 さ せ る と き に 、 ス テ ン ト
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１ ０ ０ を 展 開 配 置 す る 管 状 構 造 の 形 状 に ス テ ン ト １ ０ ０ が 合 致 す る よ う に 、 部 分 的 に エ ラ
ス ト マ 製 の バ ル ー ン を 用 い て 形 を 付 与 さ れ 得 る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 述 の よ う に 作 製 さ れ た 複 合 型 ス テ ン ト を 展 開 配 置 す る 方 法 は 、 導 入 器 上 に 複 合 型 ス テ
ン ト を 位 置 決 め す る ス テ ッ プ と 、 適 正 な 脈 管 内 の 適 正 な 位 置 に を 導 入 す る ス テ
ッ プ と 、 を 第 １ の 外 径 に 弾 性 的 に 拡 張 さ せ る ス テ ッ プ と 、 を 第 ２ の
外 径 に 塑 性 変 形 さ せ る ス テ ッ プ と を 含 む 。

(4) JP 2005-506112 A5 2005.12.22
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